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次世代の若き実践者を育てる楽しみ

フレッシュな若手を育
てる過程で、中堅（ミド
ル）や主任（ミドルリー
ダー）も基本を再確認
し、育つことを実感

鳴門教育大学附属幼稚園の人材育成戦略

保育者の専門性を構成する２つの要素

Ａ．概念的知性
保育理論 記号的知性

Ｂ．直感的応答力
直感 身体的知性

専門性を磨くとは？

前山梨大学教授 加藤繁美先生

15



16

現在の杉山研究主任が形成された過程

１年目の新学期の様子
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「わからないことが、わからない」からの成長

•具体的な方法は？
•明日のために、今何をすればいい？
•保育者として、どうあるべき？
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環境を通して行う

環境を構成する

援助をする

言葉がけ

子どもと関わる

３年後の成長

ミドルリーダーがファシリテーターとなって若手を保育のおもしろさに
誘っていく。～保育の技術から保育のスピリットへ～
子どもや保育を見る。語る。記録する。振り返る。改善する。

（園内研修の積極的な実施、公開保育等による他園との学び合い、保育・幼児教育アドバ
イザーなどの外部人材の活用等々がよい機会となっている） 18

ミドルリーダーの言葉から試みたこと

具体が見えるきっかけ･･･
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ゴミ箱を増やす

生活を大切に
みんなが気持ちいい場所に
生活をより良くするために

このようなことを達成するための手がかり

具体的な方法のひとつ･･･今までは･･･

綺麗に掃除をする

という抽象的な認識

掃除

方法によって、保育者の気持ちが
込められた。



“綺麗に掃除をする”の具体
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すぐに捨てられる、
ちょうどいい場所

ある程度ゴミが溜まり、持ち運び
やすく邪魔にならない大きさ

適度な量

言語では表せない、生活にとっての
子どもに合った手頃感

有益さや便利さが、いろいろなものを惹き
つけていき、生活がさらに面白くなる

先輩保育者からのアドバイスで“目からウロコ”
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様々な保育環境への意識の変化

• 込めた気持ちを子どもに語る

• 気もちが分かちあえ、子ども達も共感してくれる

• 気もちのいい快適な生活の仕方について考えた
り、アイデアを出し合ったりできるようになる

• ゴミ箱以外の様々な保育環境について、意識が
向くようになる
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花壇の準備（来年度の春を意識して）
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目に入りやすい所
に花を植える

プランターで移動可能
（ビオラ）

プランターで移動可能
（キャベツ）

アオムシと
かかわっての遊び

色水遊び、押し花

花集め、花束づくり
楽しみな野菜の収穫、ミミ
ズなど小動物との出会い

次に夏野菜を植え
ることを配慮
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事例 たまご？うんち？ ２年保育４歳児５月

23

子どもたちが、アオムシの下に緑色の粒が落ちているのを見つけ、
「これはなんだろう？」
「うんちじゃ。」
「たまごだと思う。」
「くさいからうんちだよ。」
「くさいたまごじゃないの？」
「緑色だからたまごだよ。」
と、口々に自分の考えを言い合う。
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すると、アオムシのおしりから緑色の粒がポロっと落ちた。その瞬
間を、ハナは見ていた。
保育者とハナは目を見合わせた。「今の、見た！？」と保育者。

「うん！おしりから、でてきた！これは、うんちだったんだ！私は卵
だと思っていたけど、違ってた！うんちだ！」とハナが興奮気味に話
した。ハナは笑顔で、とても嬉しそうだった。その後も、登園するとす
ぐに青虫の様子を見に行く日がしばらく続いた。
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環境とかかわって創り出されるだろう
遊びが『絵』になる。
★環境に誘われて遊ぶ子ども。

☆遊ぶ友達の様子に誘われる子ども
や保育者。



保育の準備への思い

環境に思いを寄せることで、様々な環境のもつ魅
力に触れることができる。

環境に心を開いた状態になることで、子どもたち
が環境とかかわる様子にも心が開かれるようにな
る。

子どもたちも、そんな保育者に心開き、親しみを
もって、かかわるようになる。
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保育者が環境と繫がることで、
子どもと繋がることを実感

すると・・・
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27

５年目の挑戦
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２．特に５歳児担任のカリキュラム・マネジメント
各園おける5領域に基づく総合的な指導の全体を通して育まれて
いる資質・能力の5歳児最後の頃の具体的な姿のイメージ化。
保育者が指導する際に考慮するものであるとともに、小学校教員
と共有し、発達をつなぎ指導の継続性を図るものとして活用する。

１．園長の園運営マネジメント
「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を具体化しながら、入園から修了
までの教育課程を見直し、教育課程を
再編し、より質の高い幼児教育の展開
を図る。

３．特に３・４歳児担任のカリキュラム・マネジメント
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の発達のプロセスを把
握し、それらが促される遊びや環境の構成を工夫する。

幼稚園教育要領の着実な実施に向けた本園の実践の方略

３．新しい３法令（幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育・保育要領）の実践初年。
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①幼小接続の教育課程の見直し

②小学校スタート時期の指導計画見直し

③月別指導計画の見直し

④幼稚園教育要領の理解の深化のための日々の事例研究
～「数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚」を例に～

幼稚園教育要領の着実な実施に向けた本園の実践の方略

目 次
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① フレッシュ

② ミドル

③ ミドルリーダー

④ リーダー

まとめー保育・幼児教育アドバイザーの現場支援のポイントー

１ 各園の課題の把握
強みと弱みの可視化

２ 園長のリーダーシップを支援
園長の個性に合った人材育
成と運営マネージメントの提
案

３ 職員の協働・同僚性の発揮を促進
園内研修の活性化

４ 教育委員会、附属幼稚園、大学
等、関係諸機関との連携促進。
パイプ役・コーディネーター役


